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X 線管出口に回転型の吸収体交換装置を設置した 2 次元 transXend 検出器によるエネルギー分解 X 線コンピ

ュータ断層撮影法を開発した．これを用い直径 30 mmの被検体の測定角度と吸収体の種類変更を同期し，被

ばく量を低減する方法を実証した．今回，投影データを並び替えてエネルギー分解解析を行うことにより被

ばく量の増加なしでより高画質の断層画像を得る手法を新たに考案した．計算により直径 300 mm の人体サ

イズの被検体に対しての応用可能性を発表する． 
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1. 緒言 X 線を電流測定し解析によりエネルギー分布を求める transXend 検出器を用いたエネルギー分解X 

線コンピュータ断層撮影法(ER-CT)の開発を行ってきた[1]．汎用二次元検出器とフィルタ交換装置を用いた

transXend 検出器は実用化が近いが，被ばく量が高い欠点がある．この解決策として被検体の微小角度変化と

フィルタ変更を同期して測定する手法を考案し，直径 30 mmの被検体について実証した[2]．今回，直径 300 

mm の人体等価サイズ被検体に対し，同様の手法が可能か計算を用いて検討を行ったので報告する． 

2. 計算・解析方法 フィルタ無し（1ch）と 0.1 mm 厚の銅フィルタ（2ch）から成る 2ch 回転フィルタとピクセ

ルサイズ 0.1 mm角のフラットパネル検出器（FPD）で構成する transXend検出器とした．被検体は直径 300 mm

の円柱アクリル（PMMA）で，中心から 50 mmの位置に直径 5 mmのポリテトラフルオロエチレン（PTFE）の領

域がある．被検体の中心から前方 600 mmに X線管の焦点，後方 200 mmに FPDを位置づけた．被検体 0.5°

回転毎に 1ch と 2ch を交換し 360°まで計算した．得られた電流値を

用いたアンフォールディング解析を（1ch, 2ch）の角度（a）(1.0°, 1.5°), 

(2.0°, 2.5°), ..., (360°, 360.5°)の360投影方向と（b）(1.0°, 1.5°), (2.0°, 1.5°), 

(2.0°, 2.5°), ..., (360°, 360.5°), (1.0°, 360.5°)の 720投影方向の組み合わ

せについて行い，被検体透過後の X線エネルギー分布を取得した． 

3. 結果 図 1に方法（a），（b）より得られた 60 keVの X線光子数を用

いた ER-CT画像をそれぞれ示す．図 2 に PTFE 領域を通る直線上の

線減弱係数プロファイルを示す．60 keVでの PTFEと PMMAの線

減弱係数の理論値は 0.407, 0.228 cm-1であり[3]，ともによく一致し

ている．プロファイルの（a）黒線に比べ投影方向数が 2 倍である

（b）赤線はバラつきが小さく CT画像の画質の向上が確認できる．

今後は，実際に人体サイズの被検体の測定を行い実用化の可能性

を示す． 
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図 1．方法（a）, （b）で測定した ER-

CT画像． 

図 2．方法（a）, （b）で測定した ER-CT

画像の線減弱係数プロファイル． 
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